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国際アマチュア陶芸展伊万里2006
子どもの部：佳作
【クワガタ貯金箱】
木須町：前山 亮さん

伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）伊万里の海 だ～いすき！（イマリンビーチ海開き、７月１日）



22006.8 22006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.82006.8

世
紀
は
『
人
権
』
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
人
は
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
は
、
８
月
を
『
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
』
と
定
め
、
県
民
あ
げ
て
差
別
を
な
く
す
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
に

関
す
る
考
え
方
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成

17
年
度
に
『
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
』

を
実
施
し
ま
し
た
。

前
回
調
査
（
平
成
12
年
度
）
か
ら
５
年
を
経
過

し
、
わ
た
し
た
ち
の
人
権
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

８月は同和問題啓発強調月間です
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自分の課題として
『同和問題は国民的課題である』の認識を問う中で、『国民全体で考える』が50％を超し、

前回調査より５％の増となっています。『自分に関係ない』『そっとしておく』『関心がない』

のいずれも減少が見られ、『他人事意識』が前回調査よりいくらか好転しています。

しかし、『そっとしておく』が34％に近い高率であることは、自然解消論の根深さと通じ

るものであり、今後の大きな課題です。

日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
す

同
和
問
題
と
は
、
同
和
地
区
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
差
別
を
受

け
、
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
社
会
問
題
で
す
。

他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

同
和
問
題
は
『
差
別
さ
れ
る
人
』
の
問
題
で
は
な
く
、

『
差
別
す
る
人
』
の
問
題
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

同和問題は

世界に恥ずべき

日本固有の

人権問題です！

平成17年度に実施した『人権問題に関する意識調査』の中で、同和問題に焦
点を当てています。皆さんと一緒に『私たち自身の課題である』という認識で、
同和問題解決への取り組みを進めていきましょう。

0 10 20 30 40 50 60

平成12年調査

平成17年調査

51.4％
46.4％

0.5％

1.2％

33.5％
37.3％

5.2％
7.9％

7.7％
6.5％

1.7％
0.7％

（％）

Q１ あなたは、同和問題についてどのように考えていますか。

人間の自由や平等に関する問題なので、
国民全体で考えるべきである

同和地区の人たちだけの問題で、
自分には関係ない

あまりさわがず、
そっとしておいた方がよい

特に関心がない

わからない

無回答

特集／同和問題啓発強調月間 幸せの種 それはあなたの思いやり 無関心 それで差別の根がのびる

気づこう！守ろう！みんなの人権

3 2006.83 2006.8
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『生まれ』にこだわらない
『本人の意思を尊重する』と答えた人が39.3％、『相手の人柄がよく信頼できれば』と答

えた人が33.8％、合わせると73.1％で、多くの人が『生まれ』にこだわっていないことがわ

かります。また、前回と比べると、3.8％増加しており、意識の改善がみられます。

しかし、『世間体』『結婚させない』についての合計が、前回よりも4.2％減少しているもの

の、12.5％という今回の数値は、まだまだ偏見・差別が残っていることを示しており、なお

一層、正しい理解を深めることが必要です。

『つき合いを続ける』
『つき合いを続ける』と答えた人が85.8％と高率であり、前回調査と比べると、5.4％増

加している。また、『つき合いを避けていく』は、1.6％減少し、意識の向上がみられます。

しかし、依然として『わからない』と自らの判断ができない人や、『つき合いをやめてし

まう』人の存在があることは、今後の課題です。

Q２ お子さんの結婚相手が同和地区出身者だとしたらどう思いますか。

Q３ 仮に、日頃から親しくつき合っている職場の人や近所の人が、同和地区出身の
人であることがわかったとき、どうしますか。

0 5 10 15 20 25 30 35 40

平成12年調査

平成17年調査

2.3％
0.8％

12.1％
13.2％

2.5％
4.0％

10.0％
12.7％

33.8％
34.6％

39.3％
34.7％

（％）

本人の意思を尊重する

相手の人柄がよく、
信頼できれば結婚させる

自分はかまわないが、親戚や世間体があるから、
できれば結婚させたくない（親戚などに相談する）

絶対に結婚させない

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100

平成12年調査

平成17年調査

1.9％
6.1％

8.4％
8.0％

0.4％
0.4％

3.5％
5.1％

85.8％
80.4％

（％）

無回答

わからない

つき合いをやめてしまう

表面的にはつき合うが、
できるだけつき合いを避けていく

これまでと同じように、
つき合いを続ける

何気ない その一言が 差別生む 人権をくらしに生かす 町づくり はずしましょう 偏見という色めがね
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同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
中
の
催
し

同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
中
の
催
し

◆
同
和
問
題
講
演
会

▼
テ
ー
マ
『
幸
せ
を
あ
き
ら
め
な
い
』

▼
講

師

な
べ
お
さ
み
さ
ん

（
タ
レ
ン
ト
）

▼
日

時

８
月
23
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

▼
会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料

無

料

◆
平
成
18
年
度
同
和
問
題
講
演
会

▼
テ
ー
マ

『
こ
こ
に
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
』

▼
講

師

土
田
光
子
さ
ん

（
大
阪
府
曙
川
中
学
校
教
諭
）

▼
日

時

８
月
２
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜

▼
会

場

佐
賀
市
諸
富
文
化
体
育
館

▼
入
場
料

無

料

伊
万
里
市
で
は

伊
万
里
市
で
は

佐
賀
県
で
は

佐
賀
県
で
は

◆
問
合
先

▼
市
生
涯
学
習
課

（
1
@3
３
１
８
６
）

▼
市
人
権
・
同
和
対
策
課

（
1
@3
２
１
９
０
）

▼
県
人
権
・
同
和
対
策
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
０
６
３
）

市
や
県
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
あ
た
り
、
各
種
の
催
し
を

行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一人ひとりの自覚を
『同和問題は長い時間を要するが、いずれ解決する』という人を含め解決するとした人が、

63.1％を占め、前回調査より約５％の増加が見られます。

しかし、『解決はむずかしい』『わからない』という人も、33.4％います。同和問題は、

基本的人権にかかわる課題であり、その早急な解決こそ国の責務であり、同時に国民的課題

であることをふまえ、今後も積極的に啓発活動を行います。

差別の解消は、人間の尊厳にかかわる根本的な問題です。わたしたち一人ひとりがそのこ

とを自覚し、一日も早い解決を図っていかなければなりません。

Q4 同和問題はこれからどうなると思いますか。

無回答

わからない

どのようにしても
解決はむずかしいと思う

いずれ解決すると思うが、
大変長い時間を要すると思う

近い将来解決すると思う
49.4％

46.2％

18.9％
19.9％

0 10 20 30 40 50

平成12年調査

平成17年調査

13.7％
12.1％

14.5％
14.3％

3.5％
7.5％

（％）

特集／同和問題啓発強調月間 思いやり 小さな気配り 大きな役割 育てましょう 心の園に人権の花

5 2006.8
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ザトップトップスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススストップトップスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススストップトップストップザ温暖化温暖化温暖化
いまりアクションプログラムいまりアクションプログラムいいいいいいいいいいいいいいまりアクションプログラまりアクションプログラいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまりアクションプログラムいまりアクションプログラムいいいい りアクションプログラりアクションプログラいまりアクションプログラム

◆問合先 生活環境課（ ２１４４）

市役所では、平成13年４月に『ストップザ温暖化いまりアクションプログラム』を策定し、事務・事業
において地球温暖化防止対策に取り組んでいます。
今回は、平成13年度から平成17年度までの５か年間に取り組んだ結果をお知らせします。

実施状況と結果（基準年度（平成11年度）との比較）

■

平成17成 年度の7
実施状況を
知らせします

電気使用量の削減
・昼休みの消灯
・パソコンなどの待機電力の削減

燃料（ガス・石油）使用量の削減
・衣類などでの調整による空調設備の使用自粛

公用車燃料使用量の削減
・効率的な運用の推進
・停車中のアイドリングストップの徹底

水道使用量の削減
・日常的な節水の徹底

用紙使用量の削減
・両面印刷、裏紙使用の徹底
・全庁ネットワークの活用による資料の簡素化・共
同化

ごみ減量化
・機密文書の裁断業務委託によるリサイクルの推進
・分別収集の徹底

結果
・2.4％増加(CO2換算：107,880kg増加）
【増加の主な理由】工業用水の供給量増加による機器の
稼働増加によるものです

結果
・39.2％削減(CO2換算：404,443kg削減）

結果
・3.2％削減(CO2換算：6,759kg削減）

結果
・22.1％削減(41,333m削減）

結果
・27.9％増加（約325万枚増加）
【増加の主な理由】作成資料などの増加や外部委託して
いた印刷物をできるだけ内部で印刷したためです

結果（※基準年度：平成13年度）
・49.1％削減(118,218kg削減）

■

■

■

■

■

地球温暖化の原因となっているガスには様々な
ものがあります。なかでも二酸化炭素はもっとも温
暖化への影響が大きいガスです。日本の場合、温室
効果ガスの中で二酸化炭素の比率が90％以上を占
めています。
市役所では、二酸化炭素排出量を削減するために、

電気使用量、燃料（ガス、石油）使用量、公用車燃料使
用量について、項目ごとの目標値を設定し、削減に
取り組みました。

◎二酸化炭素排出量を削減するために

0

1,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000
(CO2換算kg)

公用車燃料使用量燃料使用量電気使用量

目標値H17H16H15H14H13H11

◎その他の使用量の削減

3



インフォメーションインフォメーション･伊万里伊万里インフォメーションインフォメーション･伊万里伊万里インフォメーション･伊万里

7 2006.8

ザ削減項目
エネルギー
排出項目

平成11年度
（基準年度）

二酸化炭素
（ＣＯ2）

平成13年度
実 績

その他の
使用量

建設副産物

平成14年度
実 績

平成15年度
実 績

基準年度との比較

前年度との比較

用紙使用量（枚数）

把握していない

把握していないアスファルト・
コンクリート塊

再資源化率
100％

上水道使用量（m）

電気使用量
（ＣＯ2換算kg）

燃料使用量
（ＣＯ2換算kg）

公用車燃料使用量
（ＣＯ2換算kg）

ごみ排出量（kg）

4,487,342

1,031,019

210,605

186,832

11,674,363

4,639,622

918,574

211,434

200,486

12,763,655

240,633

再資源化率
100％

4,540,813

914,607

210,621

161,599

13,995,813

190,498

再資源化率
100％

2.4％

▲0.6%

▲39.2%

▲4.9％

▲3.2％

▲0.5％

▲22.1％

▲2.8％

27.9％

1.9％

▲49.1％

▲7.9％

4,366,773

802,083

200,849

150,604

14,178,250

132,294

削減目標達成に向けた平成17年度の取り組み実施状況

平成11年度を基準とした各使用量年ごとの増減比較

平成11年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

30

20

10

0

-10

-20

-30

-40

-50
（％）

用 紙使用量

電気使用量

公用車燃料
使 用 量

上水道使用量

燃料使用量

ごみ排出量

平成16年度
実 績

4,595,222

626,576

203,846

145,499

14,931,513

122,415

4,623,640

658,555

204,834

149,692

14,657,488

132,922

再資源化率
100％

再資源化率
100％

削減項目 エネルギー排出項目

二酸化炭素
（ＣＯ2）

その他の
使用量

電気使用量（ＣＯ2換算kg）
燃料使用量（ＣＯ2換算kg）

公用車燃料使用量（ＣＯ2換算kg）
上水道使用量（m）
用紙使用量（枚数）
ごみ排出量（kg）

平成17年度までの削減目標
4,305,092
972,238
192,175
168,156

10,506,927
216,548

●公用車は、消防本部・署は除外しています
●用紙使用量は、把握できていなかったプリ
ンターでの使用枚数を平成15年度の７月
分から算入しています
（平成15年度：９か月、平成16年度：１年分算入）
●ごみの排出量は、平成11年度は把握できていな
いため、平成13年度の数値を参考にして基準を
定めています

平成17年度平成16年度

平成17年度
実 績

(27.9%)

(2.4%)

(▲3.2%)

(▲22.1%)

(▲49.1%)

(▲39.2%)

3

3

－

家庭で
できる！

省エネルギーと 
地球温暖化防止対策 

地球温暖化を防止するた
めに、家庭でできる取り組み
を紹介します。
皆さん、まずはできること
から始めてみましょう。

問合先 生活環境課（ ２１４４）

◆テレビをつけっぱなしにしない
見る番組を選び、一日一時間テレビをつける時間を
減らした場合、省エネ効果は
○ブラウン管（25インチ）の場合
年間で約17.7kgのCO2の削減。約700円の節約
○プラズマ（32インチ）の場合
年間で約41.4KgのCO2の削減。約1,640円の節約

※リモコン待ち状態でもエネルギーを消費します。主電源で消し
ましょう

（財）省エネルギーセンターホームページの資料を参考に作成

（財）省エネルギーセンター http://www.eccj.or.jp/
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前実行計画では、平成13年度から平成16年度までに、約4.1％の削減（対平成11年度比）ができました。
しかし、京都議定書が発効し、これまで以上に地球温暖化対策を推進を図ることが求められていることから、
さらに取り組みの強化を図り、二酸化炭素（C02）排出量２％以上の削減（対平成16年度比）をめざします。
また、水道使用量などについてもそれぞれの削減目標を設定しました。

具体的な取り組み主な改正点

具体的な目標数値

新しい目標

平成22成 年度まで2
に平成16成 年度6
よりも

■基準年度を平成11年度から平成16年度に変更し、
削減目標を設定
■用紙は、使用枚数から購入枚数に変更
■新たに対象施設を加える
◆留守家庭児童クラブ（専用施設）
◆老人憩いの家
◆休日・夜間急患医療センター
◆大川内山キャンプ場
◆伊万里駅ビル
◆同和教育集会所

できることから始めましょう

この実施計画は市役所の事務事業において定め
たもので、市役所が率先して行う行動計画です。し
かし、市職員だけの行動では目標を達成できない
だけでなく、地球全体の温暖化防止にはつながり
ません。市民一体となり、みんなで身の回りのでき
ることから地球温暖化防止のための取り組みを始
めましょう。

◆ＣＯ2換算 kgは改正後の地球温暖化対
策の推進に関する法律施行令に基づい
て換算しています

◆基準年度の数値には、新しく加えた施
設の数値を加えてあります
◆公用車については、消防本部・署は除い
ています

COO2)酸化炭素（酸化炭素（酸酸二酸二酸二二二二二酸二酸二二二酸二酸二二二二二二二二二二二二二二 化炭素（化炭素（酸酸酸酸酸化炭素酸化炭素酸酸酸酸化炭素（化炭素（二二二二二二二二二二二二二二 炭炭酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二 炭炭酸酸二酸化炭素（CO2)排出量を２％以上削減排出量を２％以上削減以上削減以上削減以上以上％以％以以以％以％以以以 減減減減削削削削排出量を２％以上削排出量を２％以上削削削排出量を２％以排出量を２％以以以以以以以排出量を２％以上排出量を２％以上上上上上量を２％以量を２％以以以以以％％％％％以上削減％以上削減％％％％２％以上削減２％以上削減％％出量を２％以上削出量を２％以上削削削以以以以以以量を２％以上削減量を２％以上削減％％ 減減以以％％量量 削削削減削減排出量を２％以上削減

ップ ザ 温暖化 いまりアクションプログラムトッスス ム

削減項目 エネルギー排出項目

二酸化炭素
（ＣＯ2）

その他の
使用量

電気使用量（ＣＯ2換算kg）
燃料使用量（ＣＯ2換算kg）

公用車燃料使用量（ＣＯ2換算kg）
上水道使用量（m）
用紙使用量（枚数）
ごみ排出量（kg）

平成22年度までの
削減目標

平成16年度
(基準年度）

8,179,318

158,391
8,155,275
92,985

2%

2%
5%
2%

8,346,243

161,623
8,584,500
94,882

■環境に配慮した職場づくり
地球温暖化対策や循環型の社会づくりのために、日
常の事務などで、技術的、財政的に可能な範囲で、温
室効果ガスの排出抑制や製品などの長期利用、リ
サイクル、グリーン購入の推進など、環境負荷の低
減に向けて行動することにより、環境に配慮した
職場づくりに努めます
◆省エネ行動の定着と施設などの省エネ化
◆エコドライブの定着と低公害車活用
◆適正管理による温室効果ガスの排出削減
◆リデュース・リユース・リサイクル（３R）活動の推進
■環境に配慮した公共事業の実施
土木・建築などの公共事業の実施に当たっては、環
境負荷の少ない資材の使用や廃棄物の少ない工法
の採用など、計画段階から施工時まで循環保全対
策を推進します
◆建築廃棄物が少ない公共事業
◆環境にやさしい建築物の構築
◆緑が多いまちづくり
■職員一人ひとりの環境保全活動の推進
職員一人ひとりが環境保全意識の向上に努め、環
境に対する負荷の低減に積極的に取り組むととも
に、地域や家庭において率先して環境保全活動を
推進します

新目標

◆問合先 生活環境課（ ２１４４）

3
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9 2006.8 ※合計特殊出生率とは、15歳～49歳までの一人の女性が生涯、何人の子供を産むのかを推計したものです。

新
し
く
創
設
し
ま
し
た

◆
問
合
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（

２
１
７
４
）

子
育
て
応
援
基
金
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成

！

伊
万
里
市
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
合※

計
特
殊
出
生
率
を
維
持
し
て
い
ま

す
が
、
市
の
人
口
は
減
少
し
全
国
的
な
傾

向
で
あ
る
少
子
化
は
着
実
に
進
行
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
若
い
共
働
き
夫
婦
の

核
家
族
化
の
進
行
な
ど
に
伴
い
、
今
ま
で

の
家
族
内
で
の
子
育
て
支
援
体
制
が
弱
ま

っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
子
育
て
支
援
を
全
市
に
拡
大
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
や
事
業
所
の
経

営
者
を
含
め
た
全
市
民
に
、
少
子
化
問
題

へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
地
域
や
職

場
な
ど
市
を
あ
げ
て
の
子
育
て
応
援
へ
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
伊
万
里
市
な
ら
で
は
の
少

子
化
対
策
に
努
め
て
い
く
た
め
子
育
て
応

援
基
金
を
設
立
し
ま
し
た
。

子
育
て
応
援
基
金
の
積
立
・
運
用
の
方
法

●

市
民
、
各
種
団
体
、
事
業
所
か
ら
の
指

定
寄
付
、
使
途
を
限
定
し
な
い
子
育
て

支
援
に
関
す
る
寄
付
金
な
ど
を
基
金
に

積
み
立
て
し
ま
す

●

既
存
の
基
金
（
青
少
年
育
成
基
金
や
福

祉
基
金
）
の
目
的
に
重
複
し
な
い
、
小

学
校
就
学
前
の
こ
ど
も
へ
の
子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
財
源
に
充
て
ま
す

●

当
面
は
、
基
金
の
造
成
と
Ｐ
Ｒ
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
が
、
応
援
活
動
が
必
要

な
と
き
は
、
議
会
に
提
案
し
予
算
化
し

て
活
用
し
ま
す

●

基
金
へ
の
積
立
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
（
匿
名
を
含
む
）
は
、
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

７
月
12
日
に
は
、

『
伊
万
里
け
ん
か

祭
り
唄
』
を
歌
う

多
久
市
の
歌
手
、

希
望

の

ぞ

み

彰あ
き
ら

さ
ん
か
ら

同
基
金
へ
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
こ
ど
も
の

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し

て
、
入
院
時
に
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
高

額
療
養
費
や
食
事
療
養
費
な
ど
を
差
し
引

い
た
額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

●

助
成
対
象

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
の
こ
ど
も

▽
市
内
の
児
童
福
祉
施
設
に
居
住
す
る
３

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
こ
ど
も

●

助
成
期
間

満
３
歳
の
誕
生
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

●

助
成
金
額

平
成
18
年
８
月
以
降
の
入

院
で
支
払
っ
た
保
険
給
付
の
医
療
費
か

ら
、
高
額
療
養
費
や
食
事
療
養
費
な
ど

を
差
し
引
い
た
額
の
２
分
の
１
を
助
成

※
保
険
給
付
外
の
医
療
費
（
文
書
料
、
室

料
差
額
、
病
衣
な
ど
）
は
、
助
成
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●

助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

▽
医
療
費
を
一
旦
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
い
、
後
日
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い

◎
助
成
金
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

▽
保
険
診
療
総
点
数
の
確
認
で
き
る
領
収

書
ま
た
は
医
療
機
関
か
ら
の
証
明

※
領
収
書
の
コ
ピ
ー
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
助
成
対
象
者
の
健
康
保
険
証

▽
振
込
先
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）

●

助
成
金
の
振
込
み

申
請
を
さ
れ
た
月
の
翌
月
末
に
指
定
さ

れ
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

●

申
請
期
限

入
院
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の

こ
ど
も
を
対
象
に

入
院
時
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す

こ
ど
も
医
療
費
助
成

子
育
て
応
援
基
金

チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
チャリティー募金を寄付
された希望彰さん（右）
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父
母
の
離
婚
や
父
の
死
亡
、
１
年
以
上

の
遺
棄
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
し
な
い
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
、
ま
た
は
20
歳
未
満

の
障
害
児
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は

養
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
公
的
年
金
の
受
給
者
は
該
当
し
ま
せ
ん

▽
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
部
支
給
や
全
額
支

給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
所
得

の
範
囲
に
は
養
育
費
を
含
み
ま
す
）

▽
世
帯
を
分
け
て
い
て
も
同
居
の
家
族
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
所
得
に
よ
り
全
額

支
給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▽
母
子
家
庭
と
な
っ
て
、
平
成
15
年
４
月

１
日
現
在
で
５
年
を
経
過
し
た
人
は
該

当
し
ま
せ
ん

◎
新
規
申
請

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
申
請
を
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

◎
手
当
額

▽
全
額
支
給
の
場
合

月

額

４
万
１
７
２
０
円

▽
一
部
支
給
の
場
合

月

額

４
万
１
７
１
０
円
〜９

８
５
０
円

▽
加
算
額

・
第
２
子

５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降

１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円
の
加
算

◎
資
格
喪
失
届

手
当
を
受
け
て
い
る
人
で
、
資
格
が
喪

失
し
た
と
き
は
、
必
ず
資
格
喪
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し
な

い
ま
ま
手
当
を
受
け
て
い
る
と
、
資
格

喪
失
事
実
の
発
生
の
翌
月
分
か
ら
返
還

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
資
格
が
喪

失
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
す

▽
受
給
者
や
対
象
児
童
が
婚
姻
（
事
実
婚

を
含
む
）
し
た
と
き

▽
受
給
者
や
対
象
児
童
が
公
的
年
金
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
受
給
者
の
生
計
と
別
に
な

っ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く
！

受
付
期
間

８
月

日(

金)

〜

日(

金)
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当

■児童扶養手当
福祉課子育て支援室
（ ２１７４）
■特別児童扶養手当
福祉課社会福祉係
（ ２１５６）

受付・問合先

11

25

◆現況届
児童扶養手当と特別児童扶養手当を

受けている人は必ず期間内に現況届を
提出してください。現況届がないと手
当の支給が差し止められます
◆受付期間（土・日は除く）
８月11日（金）～25日（金）
午前８時30分～午後５時15分
※ただし、火曜日のみ午後７時まで
※届け出対象者には通知します

■
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
と
は
…
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身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育

者
に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
児
童
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
新
規
申
請

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る

と
、
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

◎
手
当
額

▽
１
級
（
重
度
）
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

月

額

５
万
７
５
０
円

▽
２
級
（
中
度
）
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

月

額

３
万
３
８
０
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
支
給
停
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

◎
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要

で
す

▽
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き

▽
対
象
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
住
所
変
更

を
し
た
と
き

▽
対
象
児
童
の
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た

と
き

▽
引
き
続
き
手
当
て
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
（
再
診
断
）

■ひとり親家庭等医療費助成とは…
母子・父子家庭の父母および児童などが各種健康保険により病院などの

医療機関で診療を受けた場合、医療費の自己負担分（ただし、入院時食事
療養費は除く）の一部を助成します。
医療費の助成を受けるためには、受給資格の認定申請が必要です。

◎助成対象者
母子・父子家庭の父母とその養育する児童、父母の
いない児童、一人暮らしの寡婦で所得が一定基準
（児童扶養手当の所得制限と同じ）を超えない世帯
◇母子・父子家庭の父母
20歳未満の児童を養育している人

◇児 童
18歳に達した日の属する年度の末日までの間にある人

◇一人暮らしの寡婦
かつて母子家庭の母であった人で、同一の住居に居住する人や生計を同
じにする人がいない女性。ただし、老人保健に該当しない人で各種健康
保険の被保険者本人

※所得制限
世帯を分けていても同居している家族がいる場合は、その所得により医
療費の助成を受けられない場合があります

◎助成額
受給資格者が医療機関などで受診し、支払った一部負担金から、入院・
外来を問わず １人１月５００円を控除した額

◎助成金申請の期限
医療機関などで受診された月の翌月から起算して １年以内

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

更
新
手
続
き

受
付
期
間

８
月
11
日(

金)

〜
25
日(

金)

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
資
格

受付・問合先

福祉課子育て支援室

（ ２１７４）

◆更新手続き
期間内に更新手続きをしないと９月以降

の医療費の助成が受けられなくなります。
◆受付期間（土・日は除く）
８月11日（金）～25日（金）
午前８時30分～午後５時15分
※ただし、火曜日のみ午後７時まで
※届け出対象者には通知します
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▼
申
込
書
の
請
求

８
月
１
日
（
火
）
か
ら
市
総
務

課
職
員
係
で
配
付
。
郵
送
で
の

請
求
は
、
封
筒
に
『
職
員
採
用

試
験
申
込
書
請
求
』
と
朱
書
き

し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）
を
同
封
の
こ
と

※
伊
万
里
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
一
次
試
験
の
内
容

▽
一
般
事
務
、
土
木
、
技
能
労
務

職
員
、
消
防
士
は
、
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
教
養
試
験

※
土
木
は
、
専
門
試
験
あ
り

※
消
防
士
は
、
体
力
試
験
あ
り

▼
勤
務
条
件

▽
給

料
（
現
行
）

新
規
卒
業
者
の
初
任
給
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す

▽
諸
手
当

扶
養
、
通
勤
、
住
居
、
期
末
、

勤
勉
、
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど

を
支
給
し
ま
す

▽
勤
務
条
件
・
休
暇

勤
務
時
間
は
、
原
則
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

完
全
週
休
２
日
制
（
週
40
時
間

勤
務
）
で
、
消
防
士
は
交
代
勤

務
制

〜
さ
わ
や
か
市
政
の
一
員
と
し
て
〜

伊
万
里
の
明
日
を
担
う
市
職
員
募
集

▼
受
付
期
間

８
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
21
日
（
月
）

(

郵
送
の
場
合
は
21
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
）

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
除
く
）

▼
一
次
試
験
日

９
月
17
日
（
日
）

▼
会

場

伊
万
里
中
学
校

▼
申
込
・
問
合
先

0
８
４
８
ー
８
５
０
１

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

総
務
課
職
員
係(

1
@3
２
１
２
７
）

学歴は問いません
下記の住所要件のいずれかに該当すること
(1)平成18年４月１日現在、伊万里市に住民登
録をし、引き続き居住している人

(2)伊万里市に居住していた人で、当時生計を
同じくしていた２親等以内の親族((1)に準ず
る)を残し、市外に居住している人
（学生、Ｕターン希望者など）

学歴は問いません
下記の住所要件のいずれかに該当すること
(1)平成18年４月１日現在、伊万里市に住民登
録をし、引き続き居住している人

(2)伊万里市に居住していた人で、当時生計を
同じくしていた２親等以内の親族((1)に準ず
る)を残し、市外に居住している人で、採用
後に伊万里市に居住することができる人（学
生、Ｕターン希望者など）

(3)普通自動車第１種運転免許取得者又は平成
19年３月31日までに取得見込みの人

昭和54年４月２
日から平成元年
４月１日までに
生まれた人

昭和54年４月２
日から平成元年
４月１日までに
生まれた人

ただし、消防職員
として2年以上
の職務経験があ
る場合は、昭和
52年4月2日以
降に生まれた人

試験区分 予定人数 受 験 資 格

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

若干名

若干名

若干名

若干名

一般事務

土 木

技能労務
職 員

消 防 士

※その他詳細は、職員採用試験申書等の請求後にお渡しする『伊万里市職員採用試験案内』
をご覧ください

行政職区 分 技能労務
職 員

134,000円高 卒

短大卒

大 卒

138,400円

148,000円

159,700円

142,800円

153,800円



大
念
仏
は
念
仏
を
唱
え
、

太た
い

鼓こ

や
鉦か

ね

を
打
ち
な
が
ら
舞

う
芸
能
で
念
仏
踊
り
と
も
い

い
ま
す
。
現
在
、
東
山
代
町

脇
野
と
山
代
町
久
原
に
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

旧
山
代
郷
（
東
山
代
町
・

山
代
町
）
で
は
大
干
ば
つ
の

際
、
雨あ

ま

乞ご

い
の
最
後
の
手
段

と
し
て
東
山
代
町
里
の
青
幡

神
社
に
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。

干
ば
つ
な
ど
の
災
害
は
不

慮
の
死
を
と
げ
た
人
達
の
祟た

た

り
と
信
じ
ら
れ
、
そ
の
供
養

と
鎮ち

ん

魂こ
ん

の
た
め
に

行
わ
れ
た
の
で
す
。

脇
野
で
は
、
平

安
時
代
に
京
都
の

浦う
ら

内う
ち

淡あ
わ

路じ
の

守か
み

が
壬み

生ぶ

寺で
ら

か
ら
大
念
仏

を
伝
え
た
と
さ
れ

ま
す
が
、
現
在
の

大
念
仏
と
壬
生
大

念
仏
狂

き
ょ
う

言げ
ん

と
は
似

て
お
ら
ず
、
む
し

ろ
長
崎
県
平
戸
市
か
ら
五
島
に

か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
念
仏
踊

り
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
伊
万
里
市
西
部
か
ら

五
島
が
下
松
浦
と
い
う
ま
と
ま

り
だ
っ
た
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
室

町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
、
念

仏
踊
り
が
下
松
浦
に
伝
わ
り
、

松
浦
党
の
戦
死
者
の
供
養
な
ど

の
た
め
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ

の
後
、
各
地
で
衣
装
や
形
が
変

わ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
世
芸
能
の
名
残
を
よ
く
と

ど
め
、
県
内
で
は
旧
山
代
郷
に

し
か
な
い
貴
重

な
芸
能
の
た

め
、
昭
和
34
年

に
佐
賀
県
重
要

無
形
民
俗
文
化

財
に
な
り
ま
し

た
。
毎
年
８
月

21
日
の
夜
に
脇

野
の
宝ほ

う

積
し
ゃ
く

寺じ

で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

脇
野
の
大
念
仏

〜
松
浦
党
に
ゆ
か
り
の
貴
重
な
芸
能
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
⑰

７
月
15
日
、
木
須

町
の
多
々
良
海
岸
で

『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵

を
観
る
会
』
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
伊
万
里

市
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
と
市
教

育
委
員
会
が
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
す
。

今
年
は
伊
万
里
湾
内
で
す
で

に
、
60
数
つ
が
い
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
も

多
々
良
海
岸
の
浜
辺
に

は
た
く
さ
ん
の
つ
が
い

が
産
卵
に
き
て
い
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
訪
れ

た
参
観
者
は
、
２
億
年

前
か
ら
そ
の
姿
を
ほ
と

ん
ど
変
え
ず
に
生
き
続

け
る
『
生
き
た
化
石
』

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
開
館
11
周
年
を
迎
え
た

市
民
図
書
館
で
、
誕
生
日
を
祝
う

『
図
書
館
☆(

ほ
し)

ま
つ
り
』
が
７

月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
『
☆
ま
つ
り
』
は
、
７
月

７
日
の
開
館
記
念
日
に
合
わ
せ
、

市
民
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
が

毎
年
企
画
し
て
お
り
、
図
書
館
を

拠
点
に
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど

20
以
上
の
団
体
が
参
加
し
、
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

初
日
の
こ
の
日
は
、
啓
成
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
い
す

の
木
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
ま
た
、
自
転
車
紙
芝

居
で
は
昔
な
が
ら
に
水
飴
も
配
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
紙
芝

居
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
☆
ま
つ
り

11
歳
の
誕
生
日
を

市
民
み
ん
な
で
祝
う

『
生
き
た
化
石
』
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

８
月
15
日
ま
で
展
示
公
開
し
ま
す

『
生
き
た
化
石
』
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

８
月
15
日
ま
で
展
示
公
開
し
ま
す
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ま
た
市
で
は
、
今
年
か
ら
訪
れ

た
人
た
ち
に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
観
て

も
ら
お
う
と
約
１
０
０
万
円
を
か

け
、
海
岸
近
く
の
倉
庫
に
水
槽
な

ど
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ブ

ト
ガ
ニ
の
展
示
は
、
８
月
15
日
ま

で
毎
日
、
９
時
か
ら
17
時
ま
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。



中国大連市から農業視察団が来伊
市と友好交流都市の中国大連市から科学技術協会の

視察団14人が伊万里市へ農業視察に訪れました。皆さ
んは市内の小ねぎ、きゅうり、アスパラなどの栽培施
設や園芸流通センター、梨選果場、農産物直売所など
を３日間にわたり熱心に視察しました。

園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察園芸流通センターでの視察毎月第３日曜日に行われている『駅フェスタ』が伊
万里駅前公園でありました。毎回恒例の農産物朝市に
は、新鮮な野菜や果物を載せたトラックが集結しまし
た。また、毎回違った演出イベントには、駅前バンド
バトルと題して『どっちゃんライブ予選会』を開催。
市内外で活躍する10バンドが迫力のあるサウンドで観
客を魅了しました。この中から、８月６日のどっちゃ
んライブに５バンドが出場することになりました。

みんなの『夏だ！海だ！海開き！』

『着衣水泳』で水難事故を防ごう！

一足早くどっちゃんライブ駅フェスタ

黒川町の『イマリンビーチ』で海開きがありました。
梅雨空の晴れ間がのぞくビーチでは、シーズン中の安
全祈願が行われ、黒川町・波多津町内から園児約140
人が車エビ800匹を放流したあと、元気に海に飛び込
んで水しぶきを上げ初泳ぎを楽しみました。

水シーズンを前に水難事故を防ごうと伊万里スイミ
ングクラブで着衣水泳教室が開かれました。この日参
加した小学生と保護者たちは、服を着たままプールに
入り、誤って水中に落ちた場合に溺れないよう、長時
間浮くための『背浮き』泳法など対処法を学びました。

7.1

６.25

7.3
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次は伊万里の梅を全国にＰＲします！

温度差発電の原理を学びました

バケツの中で稲を育てます

実験用温度差発電装置を用いた授業が伊万里中学校
でありました。これは、佐賀大学海洋エネルギー研究
センターが、中高生向けの教材として開発した装置で
温度差発電研究への理解を深めてもらおうと行われた
もので、生徒たちは熱心に発電原理を学んでいました。

二里町中田の炭山地区で農業体験スクールが開校し
ました。これはすみやま棚田を守る会が毎年開いてい
るもので、当日はあいにくの激しい雨のため棚田での
田植えは中止となり、バケツを使った稲作りが行われ
ました。この苗は自宅に持ち帰り自分たちで育てます。

JA九州地区女性リーダー学習会の活動体験発表で、
JA伊万里女性部の前山洋子さんが最優秀賞に輝き、受
賞の報告に市役所を訪れました。JAと地域が一体とな
って伊万里梅の産地形成に向けた取り組みを紹介した
前山さんは、来年１月には全国大会へ出場されます。

環境や資源循環を考える佐賀大学の教育拠点『はち
がめサテライト教室』が大坪町の生ごみの堆肥化など
を進める伊万里はちがめプラン(ＮＰＯ法人)の事務所
に隣接して落成しました。この教室は、多くの学生と
市民が連携して研修する施設として期待されています。

はちがめサテライト教室オープン！

7.12

６.25

7.13

6.30

今
年
も
た
く
さ
ん
来
て
ね
！

海
岸
を
き
れ
い
に
し
て
待
っ
て
い
ま
す

カ
ブ
ト
ガ
ニ
産
卵
地
清
掃

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
前
に
、
木
須
町
の

多
々
良
海
岸
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
や
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
牧
島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル

を
育
て
る
会
な
ど
が
参
加
し
、
産
卵
場
所
に

あ
る
ご
み
や
漂
着
物
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先

の
６
月
16
日

に
は
、
伊
万

里
高
校
生
物

部
の
部
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
生
徒
な

ど
が
、
放
課

後
の
２
時
間

を
か
け
て
清

掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

7.8

わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています

わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています

わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています

わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています

わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています

わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
わたしたちはカブトガ
ニを守り続けています
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吉
田
　
美
智
子

正
面
に
里
富
士
あ
り
て
盆
の
月

た
っ
ぷ
り
の
恵
み
の
雨
に
種
物
を
購
ふ
人
の
笑
顔

明
る
し

新
天
町

松
井
　
千
草

山
代
町
西
分

こ
れ
は
黒
川
小
学
校
が
、
地
域

の
自
然
に
接
し
な
が
ら
、
異
学
年

の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
育
み
、

協
力
し
あ
っ
て
作
り
上
げ
る
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
同
校
の
全
校
児
童
１

６
４
人
が
16
班
に
分
か
れ
て
参
加
。

各
班
ご
と
に
自
由
な
テ
ー
マ
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
こ
の
日
の

た
め
に
５
月
末
か
ら
学
校
の
砂
場

で
練
習
を
重
ね
て
き
た
作
品
は
、

貝
殻
で
き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ

た
お
城
や
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
や
モ
ア
イ
像

な
ど
た
く
さ
ん
の
砂
の
オ
ブ
ジ
ェ

が
ビ
ー
チ
に
並
び
ま
し
た
。

黒
川
小
　
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
を
飾
る
砂
の
オ
ブ
ジ
ェ

作
品
を
作
る
子
ど
も
た
ち
は
、

上
級
生
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
仲

よ
く
楽
し
み
な
が
ら
も
、
真
剣
な

表
情
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
を
間
近
に
控
え
た
７
月

14
日
、
黒
川
町
の
イ
マ
リ
ン
ビ
ー

チ
で
『
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
雲
英
麿
さ
ん
（
東
山
代
町
川

内
野
）
が
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
６
月
23
日
、
市

か
ら
74
番
目
と
な
る
百
寿
記
念
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

英
麿
さ
ん
は
、
明
治
39
年
６
月

20
日
生
ま
れ
で
、
現
在
、
杵
島
郡

白
石
町
に
住
む
息
子
の
英
昭
さ
ん

宅
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

英
麿
さ
ん
は
、
食
べ
物
の
好
き

嫌
い
も
な
く
何
で
も
よ
く
食
べ
る

と
あ
っ
て
お
元
気
そ
の
も
の
。
特
に

う
な
ぎ
が
大
好
物
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
、
２
、
３
年
前
ま
で

畑
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
や
、
伊

万
里
高
校
で
教
諭
と
し
て
勤
務
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
楽
し
く
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

百
寿
メ
ダ
ル
と
記
念
の
盾
を
受

け
取
っ
た
英
麿
さ
ん
は
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
少
し
長

生
き
し
た
だ
け
で
す
」
と
嬉
し
そ

う
に
笑
顔
で
話
し
、
百
歳
の
お
祝

い
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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いつまでもお元気で

出雲英麿さん

百寿メダル百寿メダル百寿メダル百寿メダル百寿メダル

東山代町川内野



ぼ
く
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と

遊
ぶ
の
が
大
好
き
!!
お
兄
ち
ゃ
ん

が
『
い
な
い
い
な
い
ば
〜
』
を
し

て
く
れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
て

声
を
出
し
て
笑
う
ん
だ
よ
。
優
介

お
兄
ち
ゃ
ん
と
皓
希
お
兄
ち
ゃ
ん

が
小
学
校
と
幼
稚
園
か
ら
帰
っ
て

く
る
の
が
待
ち
ど
お
し
い
よ
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
。

清
し

水
みず

亜
あ

由
ゆ

美
み

さん(19歳) 橋
はし

井
い

修
しゅう

平
へい

くん

こ
れ
か
ら
も
兄
弟
３
人
仲
よ
く

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！
楽
し

く
賑
や
か
な
毎
日
を
あ
り
が
と
う
。

兄
２
人
も
小
さ
く
登
場
し
ま
し
た
。

★
お
仕
事
は

佐
賀
共
栄
銀
行
伊
万
里
支
店
に

勤
め
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

窓
口
で
お
客
様
と
の
何
気
な
い

雑
談
が
楽
し
い
で
す
ね
。

★
特
技
は

中
学
校
か
ら
始
め
た
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
す
。
現
在
、
市
内
Ａ
級

の
チ
ー
ム(

プ
ロ
グ
レ
ス)

に
所

属
し
、
男
性
相
手
に
投
手
と
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
伊
万
里

で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
ね
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

中
型
免
許
が
取
れ
れ
ば
、
バ
イ

ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
し
た
い
で
す
。

★友裕・知佳さんの三男

★立花台三丁目

★東山代町長浜

★てんびん座・Ａ型

お
と

うさ
んからひとこ

と

( )６か月

今
月
は
、

『
Ｃ
Ｔ
』
と
『
Ｍ
Ｒ
Ｉ
』

の
比
較
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
検
査
な
ど

で
受
診
す
る
際
に
、

疑
問
に
思
わ
れ
る
こ

と
な
ど
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

市
民
病

院の
健康アドバ

イ
ス

No. 19

皆さん、
調子は
どうですか？

市民病院（ ４１２１）

市民病院の医師やスタッフが、
皆さんの健康管理に役立つ情報を
紹介するコーナーです。
今月の担当は、
診療放射線技師 宮副光輝さんです。

17 2006.8

CT（Computed Tomography）とは
日本語で、コンピューター断層撮影といいます。
一般のレントゲン検査と同じX線を人体に照射して行います。体内を

透過したX線量をコンピューターでデータ処理することにより人体を
輪切り表示にした画像が得られます。

MRI（Magnetic resonance imaging）とは
日本語で、磁気共鳴画像診断装置といいます。
CT装置と違って、X線の代わりに磁石と電波を利用して身体を構成

している水素原子核から画像を作ります。人間の身体には約90％の水
分が存在するため、水素原子核を診れば身体の病気がわかるという検
査です。

X線の吸収（X線と検出器）

横断面（輪切り）

X線フィルム同様、骨は白

く、空気は黒く見える

頭部外傷・脳出血・くも膜下

出血などの診断に優れる

●撮影時間が比較的短く、

容易に断層像が得られる

●頭部救急病変（出血の疑

いなど）への適応が高い

●骨の情報が得られる

●放射線被ばくがある

磁気の共鳴（磁石と電磁波）

任意の断面(縦・横・輪切り)

骨も空気も（水素原子がほとんどな

いため）区別されない

早期の脳梗塞・脳腫瘍・脳幹部付近な

どの診断に優れる

●放射線被曝が無く、組織間コント

ラストに優れる。

●任意の断層像を得ることができ、

撮像法を変えることで病変の質的

評価ができる。

●造影剤なしで血管の画像が得られ

る

●体内に金属（ペースメーカーなど）

が入っている人は、検査できない

●撮影時間が長く、狭いところに入

るイメージ（閉所恐怖症や安静が

保てない場合は困難）

M R IC T
撮 影 原 理
基本の断面

画像の違い

長 所

頭蓋内病変

短 所

C T と M R I の比 較



１日～25日（毎週火・金）

●牧島女子ナイターバレーボール大会

20時開会 牧島小学校

６日（日）

●南波多町子ども会連合会キックベー

スボール・ミニバレーボール大会

８時半開会 南波多小学校

15日（火）

●山代町民球技大会

８時15分開会 山代中学校ほか

18日（金）～９月１日（金）

●黒川町ナイターソフトボール大会

19時開会 黒川小学校

27日（日）

●大川内町民バレーボール大会

８時15分開会 国見台体育館

●波多津町民バレーボール大会

８時開会 波多津体育館

●南波多町民球技大会

７時半開会 南波多小学校

９月３日（日）

●立花地区球技大会

８時開会 立花小学校

●山代町民体育大会

８時半開会 山代中学校

●東山代町民バレーボール大会

８時半開会 東山代小学校ほか

６日（日）

●伊万里ラジオ体操会

６時20分開会 国見台球技場

12日（土）

●市子ども会連合会キックベース

ボール・ミニバレーボール大会

８時半開会 国見台球技場ほか

８月の市民スポーツ

８月の町民スポーツ

伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
中
学
校

水
泳
選
考
会
が
７
月
１
日
、
青
嶺

中
学
校
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
考
会
は
、
各
種
目
上
位

２
名
が
７
月
26
日
か
ら
行
わ
れ
る

佐
賀
県
中
学
校
体
育
大
会
水
泳
競

技
に
出
場
と
あ
っ
て
、
選
手
た
ち

は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
力
い
っ
ぱ
い
水
し
ぶ
き

を
あ
げ
て
泳
い
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
種
目
の
競
技
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
男
子

【
50
㍍
自
由
形
】

①
原
田

悠
（
国
見
中
）

②
力
武

謙
斗
（
伊
万
里
中
）

③
滝
本

昌
也
（
東
陵
中
）

【
１
０
０
㍍
自
由
形
】

②
原
田

悠
（
国
見
中
）

③
力
武

謙
斗
（
伊
万
里
中
）

【
２
０
０
㍍
自
由
形
】

②
久
保
壮
一
郎
（
国
見
中
）

【
４
０
０
㍍
自
由
形
】

①
久
保
壮
一
郎
（
国
見
中
）

【
１
０
０
㍍
平
泳
】

①
宮
本

潤
一
（
啓
成
中
）

②
野
田

健
太
（
国
見
中
）

③
大
川
内

歩
（
東
陵
中
）

【
２
０
０
㍍
平
泳
】

①
宮
本

潤
一
（
啓
成
中
）

②
野
田

健
太
（
国
見
中
）

③
大
川
内

歩
（
東
陵
中
）

【
１
０
０
㍍
背
泳
】

①
石
橋

涼
（
啓
成
中
）

②
小
松

眞
也
（
国
見
中
）

【
２
０
０
㍍
背
泳
】

①
石
橋

涼
（
啓
成
中
）

②
小
松

眞
也
（
国
見
中
）

【
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
松
本

千
弘
（
青
嶺
中
）

②
山
口

貴
樹
（
伊
万
里
中
）

【
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
松
本

千
弘
（
青
嶺
中
）

②
山
口

貴
樹
（
伊
万
里
中
）
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【
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
中
川
健
太
郎
（
啓
成
中
）

②
前
田

修
造
（
国
見
中
）

【
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
中
川
健
太
郎
（
啓
成
中
）

②
前
田

修
造
（
国
見
中
）

【
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

①
国
見
中

（
原
田
・
野
田
・
久
保
・
前
田
）

【
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

①
国
見
中

（
原
田
・
久
保
・
前
田
・
小
松
）

◆
女
子

【
50
㍍
自
由
形
】

①
前
田

莉
沙
（
南
波
多
中
）

③
力
武

由
佳
（
伊
万
里
中
）

【
１
０
０
㍍
自
由
形
】

①
前
田

真
嘉
（
国
見
中
）

②
前
田

莉
沙
（
南
波
多
中
）

【
２
０
０
㍍
自
由
形
】

①
前
田

真
嘉
（
国
見
中
）

③
松
尾

梨
加
（
東
陵
中
）

【
４
０
０
㍍
自
由
形
】

①
古
場

春
香
（
伊
万
里
中
）

②
松
尾

梨
加
（
東
陵
中
）

【
１
０
０
㍍
平
泳
】

①
藤

有
梨
奈
（
伊
万
里
中
）

【
２
０
０
㍍
平
泳
】

①
小
川
絵
莉
香
（
啓
成
中
）

②
藤

有
梨
奈
（
伊
万
里
中
）

③
力
武

由
佳
（
伊
万
里
中
）

【
１
０
０
㍍
背
泳
】

①
前
田

彩
花
（
南
波
多
中
）

③
坂
本

彩
夏
（
青
嶺
中
）

【
２
０
０
㍍
背
泳
】

①
前
田

彩
花
（
南
波
多
中
）

②
坂
本

彩
夏
（
青
嶺
中
）

【
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
古
場

春
香
（
伊
万
里
中
）

【
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
小
川
絵
莉
香
（
啓
成
中
）

②
松
尾

知
香
（
啓
成
中
）

【
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
松
尾

知
香
（
啓
成
中
）

伊万里・西松浦地区中学校水泳選考会伊万里・西松浦地区中学校水泳選考会伊万里・西松浦地区中学校水泳選考会

撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん撮影 中野隆三さん



第
８
回
伊
万
里
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
が
７
月
９
日
、
国
見
台

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
男
女
混
合
の
一
般
の

部
へ
８
チ
ー
ム
、
女
性
の
部
へ
５

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】

●

優

勝

松
浦
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
Ａ

●

準
優
勝

東
山
代
Ａ

【
女
性
の
部
】

●

優

勝

東
山
代
Ｃ

●

準
優
勝

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

（
南
波
多
町
）
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伊万里フューチャーズ全国大会出場 結成６年目で初優勝 !!結成６年目で初優勝 !!
第37回日本少年野球選手権西九州支部予選が

７月１日・２日、長崎市と諫早市で開かれました。

大会には、佐賀県・長崎県から９チームが出場。

２日、長崎ビックＮ球場で行われた決勝戦で、伊万

里フューチャーズが唐津スカイヤーズを１対０で

破り、結成６年目で念願の初優勝を飾りました。

伊万里フューチャーズは、８月２日から大阪府

で開催される全国大会に出場します。

【全国大会出場までの戦績】
１回戦 ４対３ 東松ワンダーズ

２回戦 ７対１ 佐賀ライオンズ

準決勝 ２対０ 西松ボーイズ

決 勝 １対０ 唐津スカイヤーズ

ボーイズリーグ（中学硬式野球チーム）

【伊万里フューチャーズ】

日本少年野球連盟（ボーイズリーグ）西九州支部に

所属する中学硬式野球チーム。平成13年春に結成。

第
８
回
伊
万
里
市
民

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

第23回市長旗争奪
伊万里市青年相撲大会

７月９日、第23回市長旗争奪
伊万里市青年相撲大会が国見台
相撲場で開かれました。
当日は、団体戦へ３チーム、

個人戦へ10人が参加し、白熱し
た取り組みが行われました。
なお、上位の成績は下記のと

おりです。
【団体戦】
● 優 勝 黒川町Ａ
● 準優勝 黒川町Ｂ
● ３ 位 大川町
【個人戦】
● 優 勝 田中 章貴（黒川町）
● 準優勝 津上 晃弘（黒川町）
● ３ 位 大久保 誠（黒川町）

【大会成績】
● 優 勝 イノセンス（伊万里市）
● 準優勝 BEACHMAN POWERS

（福岡県）
● ３ 位 あごでっぱ（白石町）
● パフォーマンス賞

m-clinic（伊万里市）

第第1414回 イマリンフェスタビーチバレー大会イマリンフェスタビーチバレー大会第14回 イマリンフェスタビーチバレー大会
2006.7.9 イマリンビーチ
◆参加 120チーム（620人）ビーチは夏本番！



◆
日

時

８
月
15
日
（
火
）

午
後
７
時
〜
10
時

◆
場

所

◇
水
に
浮
く
も
の

岩
栗
橋
か
ら
松
島
橋
の
間
で
流

し
て
く
だ
さ
い

◇
水
に
沈
む
も
の

船
屋
橋
下
流
の
川
落
と
し
合
戦

場
に
祭
壇
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
お
供
え
し
て
、
川

に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（

1
@3
２
１
４
５
）

※
７
月
以
前
に
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
有
効
期
限
が
平
成
18

年
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
は

▽
国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯
主
お

よ
び
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
員

が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合

▽
老
人
保
健
は
、
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合

●

申
請
・
問
合
先

長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（

1
@3
２
１
５
３
）

佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
『
脇
野
の
大
念
仏
』

を
見
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●

日

時

８
月
21
日
（
月
）

午
後
７
時
〜

●

場

所

宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

●

イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
演
と
演
芸
会

▽
脇
野
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

上
映

▽
脇
野
棚
田
米
（
新
米
）
の
試
食

と
梅
ジ
ュ
ー
ス
試
飲

▽
豊
臣
秀
吉
よ
り
料
受
の
高
麗
焼

茶
壷
の
公
開
な
ど

●

問
合
先

脇
野
よ
か
隊

代
表
浦
川
ま
で
（
1
０
９
０
‐

３
７
３
７
‐
２
７
４
６
）

◆
犬
の
引
き
取
り
と
野
犬
の
捕
獲

休
み
期
間

８
月
12
日
〜
15
日

◆
し
尿
く
み
取
り

休
み
期
間

８
月
12
日
〜
15
日

※
ご
み
の
収
集
と
環
境
セ
ン
タ
ー

は
通
常
業
務
で
す

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（

1
@3
２
１
４
４
）

市
が
行
う
入
札
（
見
積
）
に
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
指
名
業
者
と
な
る
た
め
の
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。

特
に
物
品
関
係
の
入
札
（
見
積
）

参
加
資
格
に
つ
い
て
は
、
本
年
３

月
31
日
付
け
で
そ
の
資
格
が
切
れ

て
い
る
事
業
者
が
多
数
見
受
け
ら

お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

舟
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

くらしのお
知
ら
せ

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

子育て支援センターに
遊びに来ませんか

つくしんぼランド
日 時 ８月８日、22日（火）

10時～12時
場 所 市民図書館

ぽっぽママのつどい
★テーマ：『たのしい親子あそび』
日 時 ８月29日（火）

10時半～11時半
場 所 市民センター

９月うまれのお誕生会
日 時 ９月５日（火）

11時～11時45分
場 所 子育て支援センター

※ の対象者は、就園前の乳幼
児とその保護者で、参加には事前の申
し込みが必要です

◆問合先 子育て支援センター
（ ５１９７）

『急に歯が痛くなった』『美容院に

行きたいけど子どもを見てくれる人

がいない』…そんな時は

一時保育をご利用くだ

さい。

子育ての悩みや
心配はありませんか？

指
名
業
者
登
録
は

お
済
み
で
す
か
？

れ
ま
す
。
今
一
度
、
資
格
の
有
無

に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
案
内
し

て
い
ま
す
。
申
請
要
領
お
よ
び
申

請
書
様
式
の
取
り
寄
せ
が
で
き
ま
す
。

●

資
格
期
間

平
成
18
・
19
年
度

●

業

種

物
品
関
係
（
物
品
の
販
売
・
製

造
・
修
理
・
リ
ー
ス
な
ど
）

●

提
出
書
類

入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
、
印
鑑
証
明
書
、
納

税
証
明
書
ほ
か

●

提
出
・
問
合
先

財
政
課
財
政

係
（

1
@3
２
１
１
３
）

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
対

象
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
場
合
は
『
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
』
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
認
定
を
受
け
る
と
、
入
院

さ
れ
た
場
合
の
食
事
代
や
一
部
負

担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
一
部
負
担
金
の
減
額
は
老
人
医

療
受
給
者
お
よ
び
国
保
の
高
齢
受

給
者
の
み
）

◆
申
請
が
必
要
で
す

こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
必
要

な
人
は
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
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入
院
時
の
食
事
代
や
一
部

負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す

お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

お
盆
の
精
霊
流
し
は

時
間
と
場
所
を
守
っ
て

公園橋

幸橋

延命橋

相生橋

脇
野
『
大
念
仏
』
公
演

万

燈

の

夕

べ



限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
を
目
的
と
し
て
、
第
11
回
伊
万
里

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

●

日

時

９
月
23
日
（
土
）
秋
分
の
日

午
前
９
時
〜
正
午

●

会

場

市
役
所
裏
の
公
用
車
車
庫
と
そ
の
周
辺

※
駐
車
場
は
市
役
所
裏
の
職
員
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●

催

し

環
境
美
化
功
労
者
表
彰
式
、
不
用
品
交
換
バ
ザ
ー
、

環
境
パ
ネ
ル
展
な
ど

あ
な
た
も
日
用
雑
貨
や
衣
類
、
陶
磁
器
な
ど
を
持
ち

寄
っ
て
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

出
店
資
格
者

市
内
在
住
の

16
歳
以
上
の
人
（
保
護
者
同

伴
の
場
合
は
16
歳
未
満
も
可
）

●

出
店
料

無

料

●

申
込
方
法

生
活
環
境
課
・

各
町
公
民
館
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

●

申
込
期
限

８
月
30
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

※
出
店
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

生
活
環
境
課

（

1
@3
２
１
４
５
）

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方
に
対
し
て
、
そ
の
御
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
で
請
求
を
ご
希
望

の
方
は
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●

請
求
期
限

平
成
19
年
３
月
31
日
（
土
）

●

問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

1
@3
２
１
５
６
）

●

日

時

９
月
３
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
・
入
退
場
自
由

●

会

場

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

８
Ｆ
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

●

内

容

参
加
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学

別
に
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

大
学
の
概
要
、
講
議
内
容
な
ど

の
相
談
を
受
け
る

●

対
象
者

一
般
お
よ
び
高
校
生

●

問
合
先

7
私
立
大
学
通
信
教

育
協
会
（
1
０
３
‐
３
８
１
８

‐
３
８
７
０
）

くらしの

●

対

象

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る

人
、
大
学
や
短
大
、
専
門
学
校

な
ど
を
来
年
３
月
に
卒
業
予
定

の
人
、
今
年
３
月
卒
業
し
た
人

で
未
就
職
の
人

●

日

時

８
月
14
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
４
時

●

会

場

マ
リ
ト
ピ
ア
（
佐
賀
市
）

●

内

容

各
企
業
ご
と
に
ブ
ー

ス
を
設
け
、
企
業
と
対
象
者
の

面
接
・
相
談
、
県
内
一
般
求
人

の
紹
介
・
職
業
相
談
な
ど

●

参
加
企
業

50
社
を
予
定

●

問
合
先

佐
賀
県
農
林
水
産
商

工
本
部
雇
用
対
策
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
３
１
０
）

●

日

時
（
２
日
間
）

９
月
７
日
（
木
）、
８
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

申
込
期
間

８
月
17
日
（
木
）

〜
９
月
１
日
（
金
）

※
受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ

び
各
分
署
に
あ
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

佐
賀
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
1
０
９
５
２
#0
２
１
９
０
）

日
韓
の
相
互
理
解
、
交
流
を
目

的
と
し
て
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●

日

時

８
月
12
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

出

演

▽
韓
国

昌
チ
ャ
ン

原ウ
ォ
ン

ロ
ー
ヤ
ル
オ
ペ
ラ

団
リ
ト
ル
芸
術
団
、
慶

キ
ョ
ン

南ナ
ム

少
年

少
女
合
唱
団
、
文ム

ン

チ
ュ
ン
ジ
ェ

舞
踊
団

▽
日
本

伊
万
里
少
年
少
女
合
唱

団
、
伊
万
里
子
ど
も
太
鼓
、
作

楽
会
ほ
か

●

入
場
料

無

料

●

主
催
・
問
合
先

玄
海
人
ク

ラ
ブ
（
1
$3
４
０
９
８
）

防

火

管

理

者

資
格
取
得
講
習
会

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
就
職
面
接
会

を

開

催

し

ま

す
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内
閣
総
理
大
臣
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

第
11
回

伊
万
里

大

学

通

信

教

育

秋
期
合
同
入
学
説
明
会

玄
海
人
交
流
音
楽
祭

２
０
０
６
に
来
て
ね

皆さんが納めている税金は、くらしの中に活かされています。
「地方消費税」「県たばこ税」「ゴルフ場利用税」「軽油取引税」は、
皆さんの消費や施設利用によって支えられる県税で、様々な行
政サービスを行う上での貴重な財源となっています。
お買い物・施設利用はぜひ県内で！

■問合先 県税務課（ ０９５２ ７０２１）

お買い物・施設利用は県内でしましょう！

不
用
品
交
換
バ
ザ
ー
出
店
者
募
集
！

機
構
改
革
と
人
事
異
動

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.city.imari.saga.jp/



222006.8

ぼ
し
ゅ
う

障
害
者(

児)
の
福
祉
を
計
画
的

に
推
進
す
る
障
害
者
計
画
・
障
害

福
祉
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
第

２
回
伊
万
里
の
障
害
福
祉
を
考
え

る
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
し
て

自
由
な
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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日
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８
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火
）
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午
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セ
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タ
ー
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マ

障
害
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知
的
・
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神
）
に
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て

●

参
加
者

障
害
の
あ
る
人
や
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の
ご
家
族
、
障
害
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（
児
）
福

祉
に
関
心
の
あ
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※
参
加
希
望
の
人
は
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前
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申
し
込
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く
だ
さ
い
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集
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祉
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（
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@3
２
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５
６
）

夏
の
疲
れ
を
癒
し
、
健
や
か
に

秋
を
迎
え
る
薬
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膳
『
伊
万
里
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か
が
で
す
か
。
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日
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（
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〜
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抽
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１
５
０
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円
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（
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５
5
@2
７
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３
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Ｅ
メ
ー
ル

danjo-m
achizukuri

@
city.im

ari.lg.jp

ふ

る

さ

と

薬

膳

レ
ス
ト
ラ
ン
第
２
弾
！
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平和の祈りを平和の祈りを平和の祈りを

８月９日と８月９日と155日は日は８月９日と15日は

地域の防火防災に活躍している消防団

の訓練を披露する『伊万里市消防団夏季点

検』を実施します。

今年は、伊万里・有田地区の代表として

第28回佐賀県消防操法大会に出場するラ

ッパ隊によるラッパ吹奏展示を行います。

皆さんぜひご観覧ください。

日 時 ８月20日（日）午前８時～

場 所 消防本部訓練場

問合先 消防本部消防団係

（ ２１１６）

消防団消防団
夏季点検夏季点検
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５
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者
（
法
人
・
個

人
不
問
）
に
よ
る
一
般
競
争
入
札

●

売
払
物
品

ア
ル
ミ
バ
ン
５
台

●

申
込
・
問
合
先

財
政
課
財
政

係
用
度
担
当（

1
@3
２
１
１
３
）

購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
財

政
課
備
え
付
け
の
『
運
搬
車
輌
売

払
説
明
会
参
加
申
込
書
』
ま
た
は

電
話
で
８
月
16
日
（
水
）
午
後
５

時
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
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※
説
明
会
に
参
加
さ
れ
な
い
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

【
運
搬
車
輌
売
払
説
明
会
】

●

日

時

８
月
18
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●

会

場

市
役
所
第
２
会
議
室

（
１
階
市
民
ロ
ビ
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前
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売
払
方
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市
内
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住
所
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有
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個
人
お
よ
び
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内
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本
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事
業
者
（
法
人
・
個

人
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に
よ
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般
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争
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札
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バ
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台

●
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・
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２
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３
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た
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に
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会
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加
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参
加
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せ
ん

【
運
搬
車
輌
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日
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30
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会
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市
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２
会
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市
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す
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本
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す
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人
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般
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売
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物
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ア
ル
ミ
バ
ン
５
台
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申
込
・
問
合
先

財
政
課
財
政

係
用
度
担
当（

1
@3
２
１
１
３
）

学校給食の運搬に
使用していた車輌
購入者を募集！

市
内
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道

２
０
２
号
線
は
、
国
土
交
通
省

佐
賀
国
道
事
務
所
で
維
持
・
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
二
里
町
金
武
地
区
で

用
地
買
収
を
伴
わ
な
い
身
近
な

道
路
事
業
と
し
て
、
自
転
車
・

歩
行
者
の
通
行
の
快
適
性
・
安

全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
歩

道
の
段
差
を
無
く
す
た
め
の
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

佐
賀
国
道
事
務
所
で
は
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
効
率
的
で
地

元
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
を

的
確
に
把
握
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
道
路
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

●

問
合
先

佐
賀
国
道
事
務
所

武
雄
維
持
出
張
所

（
1
０
９
５
４
@3
３
２
０
６
）

佐
賀
国
道
事
務
所
か
ら

お

知

ら

せ

で

す段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります段差がなくなります
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８月の行事

市 民 相 談

人権擁護委員が、人権問題（女性の
セクシャル・ハラスメントほか）に関
するさまざまな心配事について相談
に応じます。お気軽にご相談ください。
◆問合先 情報広報課市民サービス係

（ ２１３６）

健康相談…毎月第１火曜日
13時半～15時 会場 市民ロビー
身障者相談…毎月第４月曜日
10時～15時 会場 市民ロビー
巡回労働相談…毎月第２・第４水曜日
10時～16時 会場 市民ロビー

会場：市役所１階市民相談コーナー
時間：10時～15時 無料・秘密厳守

法 律
暮らしのトラブル相談

暮らしの知恵相談

行 政
人 権
行政書士相談
消 費 生 活
女 性 就 業
社 会 保 険

（水）
（木）
（木）
（水）
（火）
（月）
（月）
（水）
（金）

９.23（弁護士）
３.９月７日（司法書士）
17（公証人）
16
１.15（人権擁護委員）
７
７.14.21.28
２.９.16.23.30
４.11.18.25

第１・３火曜日は人権相談

法律・暮らしのトラブル相談・暮らしの知恵相談は予

約制です。市民サービス係まで予約してください。

12日（土）玄海人交流音楽祭
14時 無 料

23日（水）伊万里同和問題講演会
13時30分 無 料

７日（月）伊西地区同和教育夏季講座
14時 無 料

24日（木）伊万里市老人福祉大会
９時30分 関係者

26日（土）市民センター自主事業
人形劇あやうしズッコケ探険隊

18時30分 開 演
【前売券】 親子券2,500円、一般2,000円

高校生以下1,000円※当日は各500円増

★平和を願って（朗読会）
９日（水）13時半から
★無料映画上映会14：30～
８日（火） 「黒い雨にうたれて」
13日（日） 「はだしのゲン」
15日（火） 「映画日本国憲法」
27日（日） 「はだしのゲン２」
29日（火） 「ガラスのうさぎ」

４６４６市民図書館

３９１１市民センター

市 民 会 館 ７１０５

一映

一映

子映

子映

子映

くらしの
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パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の
意 見 募 集 結 果
■農業経営基盤の強化の促進に関する

基本的な構想(案)に対する

※意見の提出はありませんでした
なお、当構想は、農業振興課・情報

広報課市民サービス係・市民図書館

でご覧になれます。

◆問合先 農業振興課（ 2557）

●

試
験
日

10
月
20
日
（
金
）

●

受
付
期
間

８
月
17
日
（
木
）
〜
22
日
（
火
）

●

受
験
資
格

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

同
じ
く
３
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
、
５
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

し
け
ん

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
資
格
試
験

平成21年５月までに裁判員制度 が始まります
裁判員制度とは、刑事裁判に国民の皆さんの視点や感覚を反映

させ、より良い裁判を実現するため、一定の重大な事件について、

一般国民の中から選ばれる裁判員が裁判官とともに被告人の有

罪・無罪を決め、有罪の場合には更に刑の内容を決める制度です。

裁判員は、選挙権のある人の中から候補者を毎年くじで選び、

その中から事件ごとに裁判所から選ばれます。裁判員に選ばれる

と、原則として辞退することができませんが、一定の除外事由は

あります。

法律の知識や、刑事裁判の手続きについては、裁判官からてい

ねいに説明されますので、知識がなくても心配ありません。

この裁判員制度は、治安や犯罪の問題を他人事にせず、同じ社

会に生きる人間として問題を共有して考えることによって、より

良い社会を実現しようとすることに大きな意義があるものです。

そこで、佐賀地方検察庁では、国民の皆さんに裁判員制度を理

解していただくために次のような活動を行っていますので、ぜひ

お気軽にお声をかけていただき、ご利用ください。

■裁判員制度に関する説明
町内会や地域の集まり、学校および職場などに、裁判員制度に

ついて説明する講師を派遣します。

■広報用DVDの貸し出し
裁判員制度について、俳優の中村雅俊さん

が監督・出演、俳優の西村雅彦さんが主演し

分かりやすく説明したDVD『裁判員制度～

もしもあなたが選ばれたら～』（約60分）を

無料で貸し出しています。

■問合先 佐賀地方検察庁企画調査課（1０９５２@2４１８７）

●

試
験
科
目

下
水
道
に
関
す
る

一
般
知
識
、
排
水
設
備
に
関
す
る

法
令
・
事
務
手
続
き
・
設
計
・
施

工
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

※
受
験
案
内
は
、
８
月
１
日
〜
22
日

ま
で
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

下
水
道
課

（

1
@3
２
３
９
５
）



人のうごき
平成18年７月１日現在
●人口 58,969人 （＋ 32）

男 28,150人 （＋ 19）
女 30,819人 （＋ 13）

●世帯 21,156世帯（＋ 27）
（ ）は前月比
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夏
の
甲
子
園
予
選
残
念
で
し
た
ね
。
選
抜

に
続
き
と
期
待
も
大
き
か
っ
た
の
で
な
お
さ

ら
…
。
し
か
し
、
敗
れ
は
し
た
も
の
の
伊
万

里
の
各
校
は
あ
と
１
本
の
と
こ
ろ
ま
で
健
闘

し
ま
し
た
。
後
に
続
く
後
輩
の
部
員
た
ち
も
、

実
力
の
つ
い
た
『
伊
万
里
』
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
自
信
も
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
甲
子
園
予
備
軍

の
伊
万
里
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
に
は
、
ぜ
ひ
と

も
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
）

秘
窯
の
里
大
川
内
山
で
６
月

20
日
か
ら
『
風
鈴
ま
つ
り
』
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

６
月
24
日
に
は
、
昨
年
に
続

き
碗
琴
奏
者
で
知
ら
れ
る
有
田

町
の
筒
井
孝
司
さ
ん
が
演
奏
す

る
『
碗
琴
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
開

か
れ
ま
し
た
。平
成
８
年
７
月
、

伊
万
里
の
焼
物
の
音
で
『
日
本

の
音
風
景
百
選
』
に
も
選
ば
れ

た
大
川
内
山
に
は
、
各
窯
元
の
店
先
き
に
並
ぶ
風
鈴
と
と
も
に

碗
琴
の
涼
し
げ
な
音
色
が
響
き
わ
た
り
、
訪
れ
て
い
た
観
光
客

な
ど
は
、
暑
さ
を
一
時
忘

れ
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
風
鈴
ま
つ
り
は
８

月
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
暑
さ
を
忘

れ
る
涼
を
求
め
に
お
出
か

け
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

歴
史
あ
る
伊
万
里
川
を
活

か
し
て
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
今
年
で
２
回

目
と
な
る
『
伊
万
里
川
河
畔

屋
台
村
』
が
７
月
15
日
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
商
工
会
議
所
や

青
年
会
議
所
、
農
協
、
漁
協
、

飲
食
業
組
合
な
ど
11
団
体
で

つ
く
る
屋
台
村
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、
あ
い
に
く
雨
天
中
止
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

７
月
30
日
ま
で
の
毎
週
土
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
台
は
、
遊
歩
道
と
河
川
敷
に
10
店
舗
が
並
び
、
日
替
わ

り
で
飲
食
店
や
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
出
店
。
焼
き

鳥
な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
今
年
は
、
旬
の
野
菜
を

煮
込
ん
だ
薬
膳
カ
レ
ー
や
タ
コ
ス
、
昔
な
が
ら
の
駄
菓
子
も

売
ら
れ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
く
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大
川
内
山
に
涼
し
げ
な
音
色
が
響
く

碗
琴
コ
ン
サ
ー
ト

in

風
鈴
ま
つ
り

名物名物名物

伊
万
里
の
涼
こ
こ
に
あ
り
！

第
２
回
伊
万
里
川
河
畔
　
屋
台
村

タコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかったタコスもおいしかった

編

集

室

か

ら
開会まで　あと362日 

インターハイ 

この夏　佐賀に君色の風が吹く この夏　佐賀に君色の風が吹く 

2007年７月28日開会 
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